
再評価結果（平成２１年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道・防災課
担当課長名：深澤 淳志

事業名 事業 一般国道 事業 国土交通省
一般国道５７号立野拡幅 区分 主体 九州地方整備局

た て の

起終点 自：熊本県阿蘇郡南阿蘇村赤瀬 延長
あ そ ぐ ん み な み あ そ む ら あ か せ

至：熊本県菊池郡大津町瀬田 ６．０km
き く ち ぐ ん お お づ ま ち せ た

事業概要
立野拡幅は、国道５７号の交通渋滞の緩和と国際観光拠点である阿蘇地域の地域経済の活性化を目的と

して計画された延長約６．０kmの４車線拡幅事業である。
Ｓ５２年度事業化 都市計画決定 Ｓ５４年度用地着手 Ｓ５７年度工事着手

無（都市計画区域外）
全体事業費 １４６億円 事業進捗率 ６５％ 供用済延長 １．９km
計画交通量 ８，３００ ～ １２,２００ 台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 １．３ ６０/１７９億円 １３５/２３５億円(事業全体)

事 業 費：47/166 平成２０年億円 走行時間短縮便益：103/193億円
億円 走行経費減少便益：20/30億円(残事業) ２．３ 維持管理費：12/ 14

交通事故減少便益：11/12億円
感度分析の結果 事業全体について感度分析を実施

交通量変動 ：B/C=２．５（交通量+10%） B/C=２．１（交通量-10%）
事業費変動 ：B/C=２．２（事業費+10%） B/C=２．４（事業費-10%）
事業期間変動：B/C=２．２（事業費+20%） B/C=２．４（事業費-20%）

事業の効果等
・個性ある地域の形成（主要な観光地へのアクセス向上が期待される）
・安全で安心できるくらしの確保（三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる）

他９項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
立野拡幅は、阿蘇地域と熊本市を結び地域間交流の促進、交通混雑の緩和等の重要な役割を果たすこと

が期待されており、大津町をはじめとする関係２市５町３村の首長等で構成される国道５７号整備促進期
成会より毎年早期整備の要望を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
沿線には観光施設等が立地し、立野地区における交通渋滞はますます深刻化している。
事業の進捗状況、残事業の内容等
平成１９年度末の事業進捗率は事業費ベースで約６５％であり、そのうち用地進捗率は約８０％に達し

ている。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
事業効果を早期発現できるように、引き続き用地買収及び工事を促進するとともに、関係機関及び地権

者等との協議を進め、３工区１．７kmの平成２２年度４車線供用を目指す。
施設の構造や工法の変更等
事業実施にあたっては、新技術・新工法の積極的活用、建設副産物対策により、着実なコスト縮減を図

るとともに、早期供用による事業実施の時間的コストの低減に向け、計画的・重点的な整備により効率性
の向上を図る。
対応方針
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

黒
川

たての

阿蘇
ファームランド

至

阿
蘇
山
頂

至 阿蘇市

至 熊本市

｢
h

JR L {

JR
L

{

ｧ w ﾔｧ

｣ c ｳ c

ｧ

k Oﾖ R ﾃ
ｧ

大津町

南阿蘇村

立野拡幅　L=6.0km
起
点

終
点

阿蘇大橋

４工区 延長=1.5㎞ ３工区 延長=1.7㎞ 2工区 延長=1.9㎞ １工区
延長=0.9㎞

菊
池
郡
大
津
町
瀬
田

阿
蘇
郡
南
阿
蘇
村
赤
瀬

延長=1.9㎞

暫定３車線供用

南
阿

蘇
鉄

道
瀬

田
竜

田
線

立野駅停車場線

Ｊ
Ｒ

豊
肥

本
線

北外輪山大津線

ＪＲ豊肥本線

至 阿蘇市

白川

立野拡幅 延長＝6.0㎞


